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は、大きな変動は見られない。男性の自営業率は、1979年から2011年までの間で、ほぼ11％から12
％を推移している一方で、女性は 5 ％から 7 ％の間で推移している。正規就業率は90％近くあり、
女性の非正規就業率が男性に比べて著しく高いわけではない。




















TANF（Temporary Assistance For Needy Family: 貧困家族一時扶助）およびAFDC（Aid To Families With 





際政治学者：元国務省政策企画本部長）の“Can Women Have it All?”という問いかけは、キャリア
を目指すすべての女性の問いかけを集約していると感じる。この著書に示された30年間のアメリカ
の女性の社会進出の動勢には力強さを感じるとともに、女性がトップを目指すための様々な困難と
苦悩に対して、多くの課題と問題提起が示されていると言える。
